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2010年の常用漢字改定の際、文化庁文化審議会委員として常用漢字追加の選定に携われ、2017年に京都大学名
誉教授に就任。現在、日本経済新聞日曜版にコラム「遊遊漢字学」を連載されるなど、漢字文化研究所所長として、漢
字の面白さを広めるために、ご尽力されている阿辻哲次さんにお話を伺いました。

—先生が漢字の研究をされるにいっ

た経緯を教えてください

私は、大阪中崎町出身のシティー

ボーイで、活版印刷屋の子どもでした。

家へ帰ると活字があって、漢字に囲ま

れている環境にいました。しかし、別

に書き取りが得意というわけでもなく、

北野高校の時にある先生の薫陶を得

て漢文が好きになったんです。一年

生のときの漢文の先生が大変ユニー

クな先生で、北野高校は受験校です

からみんな受験勉強をするわけです。

ところが、その先生は、例えばインド

哲学という領域のことを日本人が誰一

人もやらなかったら日本は困る、とん

でもないことになるんや。おまえらみ

んな法学部や経済学部や工学部や農

学部に行こうと考えているようやけど、

誰かはインド哲学をやらんとあかんし、

誰かはプラトンやアリストテレスの研

究をせなあかんのやということをあお

る先生で、私はそれに感化されました。

これはおもろいと思ったわけです。

十五、六の多感なころですからね、

その先生がはみ出すことの楽しさを教

えてくれて、それが漢文の先生だった

ので漢文の授業を熱心に聞いていま

した。

さらに、もう一つのきっかけは漢和

辞典です。その先生が、漢和辞典の

中からある漢字を部首別で分けろと。

例えば「江」は「さんずい」であると

か、「統」は「いとへん」であるとか、

漢和辞典からぱっと文字を探すという

練習があって小手調べが終わってか

ら、今から本番やと。では「巨」とい

う漢字は漢和辞典ではどこの部にある

か調べろという問題が出ました。うち

は印刷屋ですから家の中に活字がず

らっと並んでいて、活字の配列という

のは、実は漢和辞典の順番なんです。

漢字の配列はあいうえお順は使えない

んです。音読みと訓読みで違います

し、読めない漢字もありますし、3,000

種類ぐらいの文字を並べますので、一

番合理的な方法は、漢和辞典の順番

に漢字を並べることなんです。

そこで、ちょっと待てよ、「巨」は

「工」の隣にあったなと。だから、も

しかしたら「工」のところかなと思っ

て辞典をあけたらばっちりで、手を上

げて「「工」の部です」と言うと、「お

まえ、よう分かったな」と。じゃあ、

「与」という字はどこにあると。旧字
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体は「與」で、あれは「臼」なんで

す。うちの活字ケースでは「與」は臼

のところ、「興」の隣にありますので、

「臼と違いますか」と。先生が出しは

る問題は、うちの工場の活字ケースの

中のどこにあるかを思い出したらたち

どころに分かるわけです。それで、そ

の先生に「おまえは英語も数学もでけ

へんのに、漢字をやらせたら立派なも

のやな」と褒められて舞い上がって、

そうか、俺は漢字の世界ならこいつら

に勝てるんやという自信を持ちました。

それが中国文学に進もうと思ったきっ

かけで、ほんまに生まれた家庭環境

によってそう思う道を選んだわけです。

大学に入ってからは、中国文学やか

ら、例えば魯迅や李白や杜甫という文

学を研究するのがオーソドックスな形

ですが、「竹林の七賢」といいまして、

世の中を避けて竹やぶの中に暮らして

いる隠者がいまして、大体四世紀ぐら

いの人間ですが、世の中を避けて暮ら

しているはずの隠者の詩というものが

残っています。日本でも西行というの

は世捨て人ですが、西行が詠んだ歌

が残っていますね。でも、隠者が書い

た作品が何で残るのか。おかしな話で

しょう。世の中との接触を避けている

そんな人の作品が残るはずがない。と

ころが、実際には西行にしろ竹林の七

賢にしろ、いっぱい作品が残っている。

そうすると、これはどうも隠者ぶりっ

子をしているのであって、本当の隠者

とは違うんと違うか、隠者文学の研究

ということで彼らの作品を読んでいっ

ても、果たして本当にその実態が見え

るのか、というのを私は若気の至りで

懐疑的に考えたわけです。そのときに

私が一番ラッキーだったのは、湯川秀

樹先生の弟さんの小川環樹先生が京

大で授業をしていらっしゃって、中国

の言語学の講義ですが、本当に目から

うろこが落ちる思いの鮮やかな解説を

してくださって、これはおもしろいと。

そのときに漢字のほうへ行ったわけで

す。それが大体二十歳のころです。

中国の漢字は王羲之、顔真卿とい

う達筆の書家がいっぱい書いているん

ですが、書家ではないその辺のおっ

ちゃんおばちゃん、兄ちゃん姉ちゃん

が商店街のチラシを印刷するときに文

字をとつとつと書いているわけです。

だから、名もなき庶民だって文字文化

を持っているに違いない。うちの印刷

屋はそういう人々から仕事をいただい

ていたわけですから、有名ではない人

の書いた文字を追いかけよう、それが

卒論の切り口でした。今でも基本的に

はそうです。

この漢字ミュージアム
※1
の展示も有

名人の作品はほとんどないです。誰で

も知っているような、誰でも使ってい

るような漢字を生活の中でどう使うか

というのが基本的なコンセプトで、生

涯学習とはそうであるべきだろうなと

思います。
—我々弁護士の業務に関わる漢字にも、

興味深い由来がありますか？

まず、「灋（法）」という漢字がなぜ

「さんずいへん」か。実は、昔は人間

が考えた事だけで物事を処理するの

ではなくて、神様のお力を借りてあら

ゆる事柄を判断していた。これは中国

だけではなく日本やヨーロッパでもそ

うです。例えば日本でも、昔はぐらぐ

ら煮えたぎっているお湯の中に勾玉を

※1� 京都市東山区祇園町にある、漢字博物
館・図書館の愛称。毎年末に発表される

「今年の漢字」や漢字検定でお馴染みの日
本漢字能力検定協会が運営するミュージ
アム。「京都で 見て 触れて 遊んで 漢字
の魅力 大発見」をスローガンに、子どもた
ちだけでなく大人も、漢字の面白さ・奥深
さを、体で学び、楽しめるようなさまざま
な展示や講座・ワークショップを企画して
いる。
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沈めて、そこに素手を突っ込んで勾

玉をとり、正直な者は火傷をしない、

嘘をついていると火傷をすると。それ

を神明裁判といって、人知の超越し

たところで判断を下していたわけです。

図は、獬豸（カイチ・獬廌）という

想像上の一角獣です。こいつが邪悪

なものに角をぽんと突き当てる。裁判

のときに、AさんとBさんのどちらか

が嘘をついているから争いになるので、

法廷に獬豸を連れてきて、この獬豸

が嘘をついている方をとんと突いて、

突かれたほうが敗訴するわけです。敗

訴した人間は、そのまま川に流された、

つまり水に流された。だから「さんず

いへん」なんです。

「灋（法）」は、さんずいと、「去」

は「流し去る」こと、上についている

「廌」は、カイチ、すなわち神様から

判断を委ねられている伝説の神獣で

す。このように「水」と「神獣」と

「去る」という3つの要素があります。

ところが「灋」が余りにも難しいので

廌の部分を取り去って、さんずいへん

に「去」になりました。

それから、「罪」という漢字です。

まず、「無辜の民」という言葉、こ

れは罪のない人という意味です。本来

「罪」というのはこの「辜」という字

を書いたんです。この字の下にある

「辛」は入れ墨を入れるときに使う針

の形です。入れ墨というのは刑罰を施

す道具です。日本でも島流しのときに

腕に輪っかの入れ墨を入れましたし、

昔の中国でも、罪人に刑罰を与えると

きにおでこの真ん中に「悪」と入れま

した。入れ墨は体に穴をあけてそこに

墨を塗っていく。その体に穴をあける

ときに使うのが針で、その針の象形文

字が「辛」です。だから、無辜の「辜」

に使われている「辛」は、刑罰として

入れ墨を入れるときに使われた針のこ

とです。上の「古」は「コ」という発

音をあらわす発音記号です。このよう

に古くは「辜」だったのですが、皇帝

の「皇」と「辜」が非常に似ている、

この文字で罪という意味に使うのはけ

しからんと秦の始皇帝が嫌がったので、

我々が今使っている「罪」という字に

なりました。

この「罪」は、下部分は「非」、上

部分はヨコメ（目を横にした形）とい

うのですが、これは古くは「网」とい

う字形で、これにいとへんをつけたら

網。「非」は正しくないものですから、

正しくないものに対して一網打尽に網

をかけることから「罪」となったわけ

です。

次に「刑」です。これは右側がり

っとう（刀）、左側は古くは「井」で

す。古い字を見ると手かせをはめら

れている人間が描かれている字があ

ります。

さらに、執行猶予の「執」。これは

人間が跪いて手枷をはめられている

露骨な象形文字で、捕らえられるとい

う意味です。

「刑」の左側も手枷をはめられてい

る形で描かれている字があって、手

枷をはめられている人間に刀で刑罰を

与える。刀で殺すのではなく鼻そぎ、

耳そぎをする。要するに、体の一部

分に刀を加えてそぎ落とすことが「り

っとう」です。部首のりっとうという

のは、立っている刀という意味で、だ

から「りっとう」といいます。

ところで、平成22年の常用漢字の

改定の際、法務省から大変強い要求

が出てきたものが禁錮刑の「錮」で

す。「固」というのは、固形、固体、固

めるとか非常に意味が広いです。「固」

の中に容疑者・被疑者をずっと閉じ込

めるためだけの「錮」があるわけです。

それから、このとき名誉毀損の「毀」

も要望により復活しました。それまで

は「棄」だったのですが今は「毀」

が常用漢字に入りました。名誉毀損

の「毀損」というのは、「すてる」と

いうことでなく「こぼす」です。

日本の刑務所は、お願いをすると

きのメモはいまだに「願箋」という

んですね「箋」はたけかんむりです。

「戔」というのは「ちっぽけな」とい

う意味なので、だから、竹でつくっ

た小さい札のことを「箋」と言って

いました。紙ができる前は竹の札に

書いていましたので、箋というのは

そういう意味です。
—「弁護士」という言葉に関して何か

おもしろい成り立ちはありますか。

「弁」はややこしいんです。今の日

本では全部「弁」ですが、まず、弁

理士の弁は「辨」です。オペレート、

つまり物事を処理するときはこの字

を使います。物事を処理するという

のは、刀を使って処理するから「辨」

の真ん中は刀（りっとう）です。口

頭で物を論じるときは「辯」を使い

ます。真ん中に「言」があるのは、言

葉によって処理をするからです。そ

れと、花びらの「瓣」。この 3種類は
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もともと字が違ったんですが、戦後

の当用漢字の段階で全部「弁」にな

った。この「弁」は、もともと空気

弁の「弁」です。

弁護士さんというのは、口頭でしゃ

べって相手を守るから「辯護士」とい

うわけですが、中国語では「律師」

です。「律」というのは道です。「律」

の右側部分にたけかんむりをつけたら

「筆」になります。道をつくるときに

筆で図面を描くわけです。そこから物

事を全体的に計画することを「律」と

言うようになり、だから法律の「律」

があるんです。「ぎょうにんべん」と

筆、つまり、小道と筆。ここからこう

道を引いてという地面の設計図を描く

ときの事柄が「律」です。やがて広く

行き渡らせるということから「法律」

という言葉ができてきます。
—ありがとうございました。我々弁護

士が関わる漢字だけでも、これだけ

の奥深い由来があるのですね。漢字

の奥深さを垣間見ることができま

した。最後に、弁護士に向けて一言

いただけますか。

弁護士さんのイメージは、正義の味

方になっていただける方。私どもがい

つ何時足元を掬われるというか、わけ

の分からないところでさ迷える子羊に

なる可能性は日常的にあります。例え

ば、電車で痴漢と間違われる可能性

は常にある。万が一そうなった時、当

番弁護士さんに連絡してもらうという

のが一番正しい対処方法だと聞きま

した。そうして誰かが救ってくれない

と我々は本当にどうしようもない。弁

護士さんは、法律について無知な弱

者に対して基本的人権を守ってくださ

る灯台的存在であると思います。

（ ）インタビュアー：�桂 　 充 弘�
山 田 敬 子

写 真 撮 影：高 広 信 之
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